
 

D K I システム（滑材注入・推力検知ｼｽﾃﾑ） 
 

推進工法は各社の技術開発により、長距離，急曲線への適合性が向上し、その適用範囲は広がりつつあ

ります。しかし長距離推進工法における掘進管理は切羽や元押ジャッキの管理が中心であり、滑材性能に

関する管理はほとんど行われていません。そのため地山の崩壊や滑材の劣化が発生し、長距離推進を妨げ

る結果となっています。ＤＫＩシステムは推力情報をリアルタイムに把握し、効率的な滑材注入により滑

材性能を良好な状態で維持することで超長距離推進を可能とするトータルシステムです。 

 

DKI ｼｽﾃﾑ ：Direction maintained over very long distances ： 超長距離推進 

     Keeps jacking force low during bore progression： 低推力維持 

        Information transferred through sensors     ： 情報化施工 

 

■ システム構成  

 

■ 特長  

 

 

 

 

 

 

 

◆ 滑材注入システム：ＤＫＩリング・ＤＫＩα材・ＤＫＩβ材 

◆ 推力検知システム：元押計測センサ・中押計測センサ・応力計測センサ

◆ 自動測量システム（超長距離対応）

元押計測センサ 

中押計測センサ

応力計測センサＤＫＩリング

DKIα材

DKIβ材

在来型掘進機 

圧送ポンプ

・在来型推進機・推進管による超長距離推進
・長距離化による立坑数の低減 
・推進工の能率アップによる工期短縮 
・自動測量よる測量作業の省力化 

・滑材注入システムによる摩擦抵抗低減
・推力検知システムによる低推力維持

・安定した推進精度の確保 
・地表面への影響防止 

コスト縮減 

超長距離推進 

品質向上・環境保全



■ 滑材注入システム 
●テールボイドに二種類の注入材料（ＤＫＩα材，ＤＫＩβ材）を効率的に注入することで最低限のテー

ルボイド(約 15mm)で低推力推進を実現できるものです。 

●ＤＫＩα材は地山への散逸が防止でき、地下水による希釈に強い滑材です。全周方向滑材の注入装置、

ＤＫＩリングより同時注入することで地山の緩みによる摩擦抵抗力の増大を防止します。 

●ＤＫＩβ材は超長距離推進におけるＤＫＩα材の劣化や保水性の低下を補い、能力の復元を行います。 

 

 

 

 

 

 

■ 推力検知システム 
   ●推進管の間に各種計測センサを設置し、常時推力情報を地上に設置したパソコンに集約し、推力

や応力分布情報をリアルタイムで監視する一連のシステムです。 

   ●元押計測センサは元押推力を計測するために元押ジャッキに設置します 

   ●中押計測センサは中押管の作用推力を計測するために中押ジャッキに設置します。 

●応力計測センサは板状の計測体を応力緩衝材で挟み込んだ３層構造体を推進管の継手部に設置し

ます。計測層材には複数のひずみゲージを配置し、そのひずみゲージ測定値より応力分布，作用

推力を算出します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 推進可能距離  

 

在来工法でＤＫＩシステムと同じ距離を

推進する場合、 
・中押 2～3段必要 
・支圧壁背面に反力用の地盤改良が

必要となる場合がある 

ＤＫＩリング 注入口（ＤＫＩリング）ＤＫＩα・β材 

元押計測センサ 中押計測センサ 応力計測センサ

在来 工 法 Ｄ Ｋ Ｉシ ス テ ム

（元 押 ） （元 押 ）

2 ,0 0 0

掘 進 可 能 距 離 （ｍ ）
呼 び 径 （m m ）

1 ,0 0 0

1 ,5 0 0

1 ,0 0 0 1 ,1 0 0 1 ,2 0 06 0 05 0 0 7 0 0 8 0 0 9 0 01 0 0 2 0 0 3 0 0 4 0 0

　 　 　 　 　設 計 条 件
土 被 り 　 ： 　 4 .5ｍ

土 の 単 位 体 積 重 量 ： 1 8 ｋ N / m3

地 下 水 位 　 ：　 Ｇ Ｌ - 2 .4ｍ

5 0 N / m m 2  管 を 使 用 し た 場 合
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問合わせ先･･･大日本土木（株） 土木本部エンジニアリング部 TEL 03-5326-3939 e-mail tec_info@dnc.co.jp 

       ＤＫＩシステム研究会 TEL03-5326-3943  


